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トラックのタイヤ状態をアプリケーションで一元管理 

～運送業の保守管理効率化と安全性向上を両立～ 

 
 住友ゴム工業(株)(社長：山本悟)は、トラックのタイヤ状態を一元管理できるアプリケーション「ESP3.0(イ

ーエスピーサンテンゼロ)」を、3 月 3 日から提供開始します。対象は、DUNLOP(ダンロップ)の「タイヤ空気

圧･温度管理サービス」※1の駐車場管理式およびテレマティクス式のツールを利用するトラック運行会社な

どのユーザーです。 

アプリケーションでは、TPMS(タイヤ空気圧監視システム)から得た空気圧と温度データーに加え、点検

で得られた溝と外観のデーターを組み合わせて、タイヤの異常をリアルタイムで知らせます。さらに、得ら

れたデーターを基に、タイヤ交換やローテーション、リトレッド用※2台タイヤを提案し、効率的な保守管理に

よって、タイヤ起因の運行トラブルを未然に防ぎます。 

 

 

物流業界では、ドライバー不足や輸送力の低下に伴い、業務効率化と安全性向上への対応が急務に

なっています。特に、長距離輸送では複数のドライバーがリレー形式に車両を引き継ぐことが増えていま

す。その際、定量的に点検結果を記録し、次のドライバーへ車両状態を正しく引き継ぐ必要があります。 

 

「タイヤ空気圧･温度管理サービス」のユーザビリティを向上させた「ESP3.0」では、タイヤに装着された

TPMS(タイヤ空気圧監視システム)から得られるリアルタイムのタイヤの空気圧･温度データーに加え、こ

れまで報告書で提供していたタイヤの溝･外観の点検データーをアプリケーションで一元管理することが

可能になります。タイヤに異常生じた際には、運行管理者にはアプリケーション、ドライバーにはメールで

異常を知らせます。アプリケーション上では、すぐに対応が必要なものは赤色、近々メンテナンスが必要な

ものは黄色で表示されます。複数の車両を保持する事業者の場合、対応が必要な車両順に表示されるの

で、効率的な保守管理で車両の稼働停止期間を短くすることが可能になります。 

また、新たに適正なタイヤ空気圧で運行した場合の燃費削減額、タイヤ寿命までの走行距離、CO2 削

減量を見える化しています。車両ごとのコスト改善の指標となるデーターを提供することで、サステナブル

な事業運営に貢献します。 

 

今後、CASE/MaaSといった自動車業界の変革は、運送業でも社会課題解決や付加価値向上に欠かせ

ないものになっていくと考えられています。当社では、そのような環境変化に対応すべく、安全性能･環境

性能を一層高めたタイヤ開発および周辺サービス展開のコンセプトである「SMART TYRE CONCEPT」を

掲げています。周辺サービスの 1 つである「タイヤ空気圧･温度管理サービス」の拡充によって、安全で事

故のない社会づくりに貢献していきます。 



※1 運送業の業務効率化と安全性向上を可能にするトラック向けの『タイヤ空気圧･温度管理サービス』を提供開始 

(2024年 06 月 27 日発行リリース)：https://www.srigroup.co.jp/newsrelease/2024/sri/2024_049.html 

※2 摩耗したタイヤの基礎部分である台タイヤを活用し、路面に接するトレッド部分に新しいゴムを貼り付けて再利用するタイヤ。 

 

■ご参考 

トライポッドワークス株式会社(本アプリケーションの共同開発者)プレスリリース： 

https://www.tripodworks.co.jp/news/press/2025/03/20250303-01/ 
 

以上 

 

<商品・イベントに関するお問い合わせ先> 

 タイヤお客様相談室  TEL:0120-39-2788 

 

https://www.srigroup.co.jp/newsrelease/2024/sri/2024_049.html
https://www.tripodworks.co.jp/news/press/2025/03/20250303-01/
tel:0120-39-2788

